市民協働道路等維持補修事業について
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(1)事業化の経緯

　　近年の社会経済の変化による市財政状況の悪化や市民ニーズの多様化など、私たちを取り巻く社会環境は大きく変化してきています。

道路行政においても、これらの要因で道路・水路等の整備や維持管理が難しくなってきています。

　　この様な状況にあって、より効率的且つ効果的に道路環境の改善を推進するため事業化したものです。

(2)事業の効果

　　これまで地域の課題でありながら、なかなか整備されてこなかった道路・水路等を、地域の皆さんの力と行政の力をあわせて（協働で）整備していくことができます。


(3) 地域のメリット

　　地域の道路・水路等が地域の実情に即したものとなることが期待できます。

協働に参加する地域の方々の絆が深まり、地域の力が増進します。

(4) 久慈市のメリット

住民のニーズを取り入れ、効率的且つ効果的な道路・水路等の整備や維持管理ができます。


　この事業は、地域住民と久慈市が協働により市道・水路等の小規模な整備や補修を行い、道路環境を改善するとともに、住民の絆を深め、地域活力を増進するものです。

(1)事業の対象は

　・市道

　・主要な生活道（通称赤線と呼ばれる道路など）

　・位置指定道路

　・みなし道路

・小水路（青線と呼ばれる水路など）

　⇒市道の名前や久慈市が管理しているものか分からないときは担当までお問い合わせください。

(2)何ができるか

　・道路の小規模な整備、補修（例：側溝の設置・補修、コンクリート舗装など）

　・水路の小規模な補修（例：素掘りの水路へ側溝の設置など）

(3)役割分担は

　<久慈市> 

①原材料の用意

②建設機械の用意

③工事の技術的な指導

　<地域の皆さん>

①労力

②地域で保有している原材料や建設機械の提供


１　事業の目的








　この事業では、「協働」を「地域住民と久慈市とが、それぞれ自らの役割を自覚し、相互に特性を認識、尊重し合う対等の関係で、地域課題の解決のために取り組むこと」と定義しています。


簡単に言えば、地域住民と久慈市が共通の目的のためにそれぞれのよい所を活かし、協力することで、より良い効果をあげようということです。








協働とは





２　事業の概要
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事業のイメージ









